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松坂 ヒロシ 教授　略歴・業績
1
1948年 12月 13日東京都に生まれる
学歴
1972年 早稲田大学教育学部英語英文学科卒
1970～ 1971年 同大学在学中に Oregon State Universityに交換留学
1974年 東京外国語大学修士課程修了
1991年 University of Reading修士課程修了
職歴
1974～ 1977年　東京経済大学専任講師
1977～ 1980年　早稲田大学教育学部英語英文学科専任講師
1980～ 1985年　同　助教授
1985～ 2019年　同　教授
学会活動
1977～ 1983年 大学英語教育学会（JACET）研究企画委員
1999年～現在 環太平洋応用言語学会（PAAL）理事
2001年～現在 英語発音・表記学会（EPTA）顧問
2005年～現在 田辺英語教育学研究会（TALK）会長
2007～ 2013年 日本英語音声学会（EPSJ）理事
2013～ 2017年 同　副会長・関東支部長
社会活動
1976～ 1978年度 NHKラジオ「英語会話」講師
1985年度 NHKテレビ「英語会話Ⅲ」講師
2002, 2003, 2004各年度前期 NHKラジオ「英語リスニング入門」講師
2005～ 2007年度  渋谷教育学園渋谷高等学校スーパーイングリッシュランゲージハイ
スクール運営指導委員
2013～ 2018年度 東京都渋谷区立松濤中学校学校運営協議会委員
2014年度～現在  札幌聖心女子学院高等学校スーパーグローバルハイスクール運営指
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導委員
2015年度 NHKテレビ「ニュースで英会話プラス」監修・講師
主要業績
＜専門書>
1986年 （単）『英語音声学入門』（研究社）
2009年 （共編著）御園和夫ほか編著『英語発音指導マニュアル』（北星堂）
＜分担執筆＞
1981年 五十嵐新次郎著『英米発音新講』（改訂執筆）（南雲堂）
2006年 石堂常世編著『「総合的な学習の時間」教材研究̶素材をどう生かすか』（学文社）
2017年  「危機管理の英語力を目指す英語教育」（講演記録誌上参加）『早稲田大学が創る教師教育』
早稲田教育ブックレット 16（学文社）
＜訳書＞
2018年  （共訳）F. H. ファン・エイムレン，A. F.スヌック・ヘンケマンス著『議論学への招待：
建設的なコミュニケーションのために』松坂ヒロシ・鈴木健共訳（大修館）
＜検定教科書＞
1984年 （共）平野敬一ほか　The CROWN English Composition（三省堂）
1994年 （共）田辺洋二ほか　LAUREL Oral Communication A, B （三省堂）
1994年 （共）本間長世ほか　The CROWN English Series I（三省堂）
1998年 （共）山本史郎ほか　The CROWN English Series I, New Edition（三省堂）
1995年 （共，代表著者）　The CROWN English Writing（三省堂）
2009年 （共，代表著者）　BIG DIPPER Reading Course（数研出版）
2013年 （共，代表著者）　POLESTAR English Communication I（数研出版）
2017年 （共，代表著者）　Revised POLESTAR English Communication I（数研出版）
＜辞書分担執筆＞
1984年 『ライトハウス和英辞典』初版（研究社）
1990年 『ライトハウス和英辞典』第 2版（研究社）
＜論文・論考その他＞
1972年 （単）Perception of Inter-syllabic Junctures.  Lexicon 1 （岩崎研究会）
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1974年 （単）Intonational Continua in English 『英語英文学叢誌』9（早稲田大学英語英文学会）
1975年 （単）‘Key’ in English Speech 『人文自然科学論集』39（東京経済大学）
1977年 （単）Notes on Focus and Presupposition 『学術研究』26（早稲田大学教育学部）
1978年 （単）The Rising Tunes in American English『学術研究』27（早稲田大学教育学部）
1979年 （単） The Glottal Stop and the Japanese Student of English 『学術研究』28（早稲田大学教
育学部）
1980年 （単）The Secondary Stress in English『学術研究』29（早稲田大学教育学部）
1983年 （単）Errors in Oral Comprehension『学術研究』32（早稲田大学教育学部）
1983年 （単）「意味をふまえた抑揚の指導」『英語教育』（大修館）
1984年 （単）The Underlayer of English Intonation『学術研究』33（早稲田大学教育学部）
1986年 （単） The English Fall-plus-rise Tune.  In Honor of Shigeru Takebayashi: Papers contributed 
on the occasion of his sixtieth birthday（研究社）
1987年 （単） Responsibilities of the Speech Coach. The Language Teacher, Vol.  11, no.  3. Japan 
Association of Language Teachers.
1990年 （共）「教師教育カリキュラム」Ⅱ『早稲田教育評論』4巻1号（早稲田大学教育総合研究室）
1991年 （単）Noncontrastive Accent and the Definition of the Nucleus 『文学とことば』（荒竹出版）
1991年 （単）「発信型の英語をめざして」（1）～（6）『三省堂英語教育・高校編』（三省堂）
1995年 （単）Listening Comprehension: The phonetic factor 『学術研究』43（早稲田大学教育学部）
1995年 （単） 「ALTとの協同授業̶オーラルコミュニケーション Aについて」『三省堂高校通信』
（三省堂）
2001年 （単） Teaching Skills of Argumentation: Incorporating debate into an EFL curriculum『早稲
田・漢陽共同シンポジウム報告書』（早稲田大学）
2005年 （単）「リスニング指導と文法指導の接点」Chart Network 48（数研出版）
2005年 （単）「英語教育としてのディベート教育」『国際教育研究所紀要』12号（国際教育研究所）
2007年 （単） 「英語教育と批判思考」『全国英語教育研究団体連合会第 56回大会紀要』（全国英語
教育研究団体連合会）
2007年 （単） Conceptualizing the Toulmin Model: Difficulties experienced by Japanese EFL/critical 
thinking learners 『国際教養育成と議論力及び交渉力養成の為のオンデマンド遠隔型
語学国際交流の展開』平成 15～ 18年度科学研究費補助金（基盤研究（B）（2））研
究成果報告書（研究代表者　中野美知子）
2008年 （単）「リーディングとはどういうことか」Chart Network 55（数研出版）
2008年 （単） 「ある英語音声教育者の規範：五十嵐新次郎が追求した正確さ」『日本英語教育史研
究』23号（日本英語教育史学会）
2009年 （単）「英語教育とアイデンティティ」『全英連会誌』（全国英語教育研究団体連合会）
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2009年 （単）「考えさせる音声指導」『語研ジャーナル』8（語学教育研究所）
2012年 （単）「新指導要領とコミュニケーション」Chart Network 67（数研出版）
2018年 （共） Okuda, H., Suzuki, T., and Matsusaka, H. （2018）. “Prime Minister Abe’s Critical Turn: 
From the Ideology of a ‘Beautiful Country’ to the Metaphor of ‘Three Arrows.’” 
Randall A. Lake, ed. Recovering Argument.  London: Routledge.
＜書評＞
1977年 （単） J. D. O’Connor and G. F. Arnold: Intonation of Colloquial English, 2nd ed.に対する書
評 『言語文化』（一橋大学語学研究室）
2009年 （単） 「発信と理解の意味を考えさせる本」鈴木健・岡部朗一編『説得コミュニケーショ
ンを学ぶ人のために』（世界批評社）に対する書評『英語教育』2009年 10月号（大
修館）
2011年 （単） 「背骨の通った英語教育を見せる」岡秀夫編著『グローバル時代の英語教育̶新し
い英語科教育法』に対する書評『英語教育』2011年 5月号（大修館）
＜教育実践報告＞
2008年 （単） 「ハンヤン女子大学との交流」2007年度 ICT授業実践報告書（大学英語教育学会
ICT特別委員会）
＜学習者向け著作＞
1991年　（単）『NHK CDブック―はじめての英語』（日本放送出版協会）
1994年 （単）『基礎から学ぶ LL教本』（研究社）
1997年 （共）『ライトハウス和英辞典第 3版によるライトハウス英会話』（研究社）
2000年 （共）『英検 1級教本』（旺文社）
2003年 （共）Crown Plus English Series, Level 3（三省堂）
2005年 （単）『リスニングの基礎を固める Listening Skills』（数研出版）
2007年 （共）『レベルアップ英語リスニング』（日本放送出版協会） 
＜学会関係招待講演＞
2000年 Teaching about Phonetic Ambiguity（英語発音・表記学会）
2002年 A Critical Thinking Approach to the Teaching of Debate and Public Speaking（群馬 JALT）
2005年  Ambiguity, Neutralization, and Telling the Truth: A phonetic approach to the teaching of 
EFL listening comprehension（JALT北九州支部）
2006年 「英語音声の姿：英語学習者のための音声学」（日本通訳学会例会）
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2007年 「リスニングを教える」（アイリス英語教育学会年次大会）
2007年 「ある英語音声教育者の規範：五十嵐新次郎が追求した正確さ」（日本英語教育史学会）
2009年  Critical Thinking Exercises in the EFL Classroom（日本実用英語学会第 34回年次大会）
2018年  Teaching Critical Thinking to EFL Learners（環太平洋応用言語学会）
＜その他の講演＞
1989年 「教室英語における音声指導」英語教師のための夏期セミナー（研究社）
1995年 「リスニング指導について」（別府夏期英語セミナー）
1997年 「英語教育におけるタスクの意味」（別府夏期英語セミナー）
1999年 「英語における音のくずれ」（京都文教大学「脳と心」研究会）
1999年 「英語音声における抑揚の扱いについて」（別府夏期英語セミナー）
1999年 「英語音声の多義性について」（金沢大学文学部英文学教室）
2001年 「リスニングと発音指導をつなぐ授業」（東京都私立中学高校協会文系教科研究会）
2001年 「スピーチ指導における論理の扱い」（高円宮杯全日本中学校英語弁論大会教育者会議）
2002年 「発音指導の理論と実践」（語学教育研究所夏期講習会）
2002年 「リスニング指導におけるエラーの扱い方」（語学教育研究所冬期講習会）
2003年  「英語リスニング指導：音のくずれから論理まで」スーパーイングリッシュハイスクール
第 5回教員研修会（東京都立墨田川高等学校）
2003年  「日本人のためのディベート教育を考える」第 27回新しい英語教師のためのワークショッ
プ（国際教育協議会）
2004年  「スピーチ指導について」第 28回新しい英語教師のためのワークショップ（国際教育協
議会）
2004年  「リスニング指導からスピーキング指導へ：自動化をめざして」東京都高等学校英語教育
研究会
2004年 「英語教育としてのディベート教育」（国際教育研究所研究会）
2005年 「ディベート授業の準備としての批判思考」（渋谷教育学園渋谷高等学校）
2005年 Teaching Debate as a Way of Teaching EFL　立教大学 FDセミナー（立教大学）
2006年  Teaching English Pronunciation to Japanese Learners: A phonetic approach（ALT対象講
演）（栃木県教育委員会）
2007年 「英語発音指導者のための音声学」（イーオン・イースト・ジャパン）
2007年 「リスニングとスピーキングの指導」文部科学省英語指導法開発事業（東京国際大学）
2007年 「英語音声の学習と指導」（東海大学文学部英語文化コミュニケーション学科講演会）
2007年  「コミュニカティブ・アプローチの考え方」（高円宮杯全日本中学校英語弁論大会教育者
会議）
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2008年 「発音指導の理論と実践：音のくずれの教え方」（語学教育研究所 2008年度春期講習会）
2010年 「リスニング指導におけるフィードバックについて」（静岡県高等学校英語教育研究会）
2010年 「スピーチコーチの役割」（田辺英語教育学研究会）
2011年  Communicative Language Teaching and the Role of the Teacher（ALT対象講演）（長野県
教育委員会）
2011年  English and Japanese Sound Systems in Contrast（EPSJ-UQ Institute on Phonetics in 
TESOL）
2011年 「スピーチコーチの役割（2）」（田辺英語教育学研究会）
2013年  「英語の音のくずれの扱いについて」第 4回英語音声教育研修講座・沖縄（日本英語音声
学会）
2013年 「高校生への発音指導」第 4回英語音声教育研修講座・沖縄（日本英語音声学会）
2013年  「英語イントネーションのポイントと指導」第 4回英語音声教育研修講座・沖縄（日本英
語音声学会）
2014年  「授業の中での音声指導」平成 25年度渋谷区立中学校教育研究会（東京都渋谷区立中学
校教育研究会）
2014年 「英語発音指導と英語音声学」（昭和女子大学言語教育・コミュニケーション専攻）
2015年  「コミュニカティブ・アプローチと英語教科書」（OUP・数研出版中学高等学校教員向け
セミナー）
2016年  「英語ディベート教育における論理的前提発見の訓練」（平成 28年度全国英語教育研究団
体連合会研究協議会）
2016年  「英語音声学を応用した英語発音指導」愛知大学第 41回公開講座「言語」＜知のミーティ
ング＞（愛知大学言語学談話会）
2018年  Making Tasks Manageable: Training in speaking in an English class　平成 30年度英語教
育推進校における校内研修会（東京都立新宿高等学校）
＜学会発表＞
1979年 （単）The Teaching of English Pronunciation to the Japanese Student （日本実用英語学会）
1981年 （単）Public Speaking and the Japanese Student of English （日本実用英語学会）
＜シンポジウム冒頭発言など＞
2003年 Pronunciation Norms in TEFL in Japan（プレトークセッション発言）（英語発音・表記学会）
2003年  「英語教育とディベート：早稲田大学教育学部の試み」第 2回英語ディベート教育シンポ
ジウム（日本コミュニケーション学会関東支部・東海大学教育開発研究所）
2006年 The Place of Phonetics in TEFL in Japan（日本英語音声学会関東支部）
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2016年  「コミュニケーション能力を育成する英語教育の守備範囲について」公開シンポジウム
「大学語学教育プログラムを変える」（言語文化教育学会）
2016年  「コミュニケーション能力の構成要素と大学における英語音声教育」（第 21回日本英語音
声学会全国大会）
2018年  Pronunciation on Universal Design Principles and Teacher Training （第 57回大学英語教育
学会全国大会）
＜公開授業＞
1999年 「発音訓練を中心とした授業」（中学 2年生対象）（別府夏期英語セミナー）
1999年 「発音指導からリスニングへ」（中学 2年生対象）（別府夏期英語セミナー）
2005年 「批判思考を取り入れた英語の授業」（高校生対象）（渋谷教育学園渋谷高等学校）
2009年 「英語の音に親しませる」（小学 6年生対象）（愛知県名古屋市立野並小学校）
2012年 「ALTとの教室内コミュニケーション」（中学 2年生対象）（東京都渋谷区立松濤中学校）
2017年  「論理ゲームを楽しもう」（高校生及び英語ディベート指導者対象）（栃木県立宇都宮高等
学校）
